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教育環境／場所：5歳（幼稚園生）及び6歳から21歳まで（学校地区記録保管用）
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	特別教育概要データ
DOE034: 5歳（幼稚園生）及び6歳から21歳までの生徒の教育環境：     

	5歳（幼稚園生）及び6歳から21歳までのみ：
· 016歳から21歳で、現在は特別教育の生徒ではないが、現在の学校年度内で以前特別教育を受けていた
· 10 完全に包括的 – 一般教育授業外の特別教育が21％未満の時間
· 20 部分的に包括的 – 一般教育授業外の特別教育が21％から60％の時間
· 40 実質的に包括的 – 一般教育授業外の特別教育が60％以上
· 41 公立の特別な学校の日
· 50 私立の特別な学校の日
· 60 全寮制の学校
· 70 在宅／病院
· 90 公立の全寮制の施設(DMH 及び DPH = 0370XXXX 学校; DYS = 09200300; カントリーハウスまたは施設 = 09200500)


こちらのエクササイズにかかる、1週間での合計時間 = 28 時間。こちらは必ずしも1週間の学校の時間を正確に反映しているわけではありません。
	DOE034において適切な対応する教育環境を判定するのに役立つケーススタディ

	シナリオ
	決定
	適切な場所

	5歳のマリアは幼稚園生です。彼女はほとんどの時間を幼稚園で過ごしていますが、一般教育以外で、合計で2時間ほど言語療法および特別教育のサービスを受けています。
	- 1日に2時間 X 5 日間= 一般教育以外の特別教育に10時間
- 10時間／1週間で合計28時間 X 100= 一般教育外の時間が35.7% 
	20部分的に包括的 一般教育授業外の特別教育が21％から60％の時間

	学校がある日はずっと、14歳のStacyは、主に障害を持つ生徒に教育サービスを提供する一般教育環境外の建物にある共同プログラムに参加しています。
	Stacy は地元の公立学校に出席するのではなく、特別支援学校の公立の共同プログラムに参加しています。彼女は日中はそこにいて、夜はそこで過ごしません。彼女はこの学校で全ての特別教育サービスを受けています。
	41 公立の特別な学校の日

	12歳のPatは、学校地区により、マサチューセッツ州で認可された私立の特別教育学校に配置されました。半日だけこちらの学校に通っていますが、彼は現在、地元の高校に編入し、2つの一般教育の授業と1つの特別教育の生活技能の授業に参加しています。
	Patが通っているところは、マサチューセッツ州で認可された私立の特別教育学校です。彼が地元の高校に出席し、そこにいる間は一般教育環境にいたとしても、彼の主な場所は私立の特別支援学校となります。
	50 私立の特別な学校の日

	8歳のRaymondは在宅学校の生徒であり、週に4時間の1対1の作業療法を受けています。
	一般教育外の特別教育サービスの4時間／合計28時間X 100 = 一般教育外が14.3% 
	10完全に包括的 – 一般教育授業外の特別教育が21％未満の時間

	17歳のTamaraは主な勉学は特別教育授業で全て受けています。彼女は毎日1時間、障害のない同級生と一緒に1つの選択科目に参加しています。
	- 合計28時間マイナス一般授業を1週間に5時間 = 一般授業外の特別授業を23時間受けている
一般教育外の特別教育サービスの23時間／合計28時間X 100 = 一般教育外が82.1%
	40実質的に包括的 一般教育授業外の特別教育が60％以上

	16歳のRobertは、地元の高校に出席しており、主に共同指導される一般教育の授業に出席しています。さらに、彼は毎日1時間、リソースルームで特別教育のサービスを受けています。11月にRobertは逮捕され、現在は青少年サービス施設にいます。彼はそこにあと3ヶ月間在籍する必要があります。
	- Robertの11月の逮捕前に生じたSIMSは、彼のIEPによって計算および報告されます。一般教育外の特別教育の5時間／合計28時間 X 100 = 一般教育外が17.9% 
- RobertがDYS施設にいる間に生じるSIMSは、公立の全寮制施設にて報告される必要があります。
	10完全に包括的 – 一般教育授業外の特別教育が21％未満の時間
90 公立の全寮制施設青少年サービス施設 SIMS 学校コード = 09200300



